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田
中
総
理
出
現
を
祝
す

　
村
政
発
展
の
為
村
長
は
就
任
以
来

国
、
県
出
先
機
関
は
勿
論
、
地
元
選

出
代
議
士
等
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関

関
係
者
と
緊
密
な
る
連
繋
の
も
と
に

請
願
陳
情
予
算
獲
得
に
微
力
を
さ
さ

げ
て
奔
走
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
逐
次
村
政

も
発
展
の
方
向
に
向
い
つ
つ
あ
る
も

の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
申
す

　
　
　
　
藤
田

ま
で
も
な
く
村
会
議
員
を
始
め
、
村

民
各
位
の
結
束
し
た
力
に
基
く
も
の

と
感
謝
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
本
県

か
ら
総
理
出
現
と
い
う
歴
史
的
な
る

快
挙
が
実
現
し
、
へ
・
後
本
県
の
発
展

も
期
し
て
ま
つ
べ
き
も
の
が
期
待
さ

れ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

　
村
長
は
幸
い
に
も
村
長
就
任
直
後

よ
り
現
総
理
と
は
面
識
を
頂
き
、
万

村
長

事
指
導
援
助
を
受
け
て
い
る
こ
と
は

こ
の
上
な
き
幸
福
で
あ
り
ま
す
。

　
一
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
去
る
十
月

卜
一
日
に
も
首
相
私
邸
に
お
い
て
、

高
田
松
之
山
六
日
町
線
の
道
路
整
備

並
び
に
国
道
昇
格
問
．
題
や
、
十
二
峠

開
馨
間
題
に
つ
き
陳
情
懇
談
致
し
ま

し
た
結
果
、
前
途
に
明
る
い
曙
光
を

見
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を

村
民
の
皆
様
に
お
伝
え
申
し
上
げ
ま

し
て
お
喜
び
頂
き
ま
す
と
共
に
、
本

県
に
総
理
出
現
を
祝
福
致
し
ま
す
。

（
写
真
は
田
中
総
理
と
懇
談
中
の
藤

田
村
畏
）
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第
五
回
臨
時
村
議
会
開
く

　
　
　
　
　
村
営
住
宅
条
例
制
定
ほ
か

　
去
る
九
月
二
十
．
五
日
午
前
九
時
よ

り
役
場
議
場
に
お
い
て
、
第
五
回
臨

時
村
議
会
が
開
か
れ
、
中
里
村
営
住

宅
条
例
制
｛
．
疋
及
び
工
事
請
負
契
約
．
五

件
並
び
に
昭
和
四
十
七
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
慎

重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
い
づ
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
る
も
の
は
、
歳

入
に
お
い
て
、
村
税
五
百
三
十
二
万

四
千
円
、
地
方
交
付
税
一
千
二
百
六

十
万
五
千
円
、
国
県
支
出
金
三
百
九

十
八
万
八
干
円
等
併
せ
て
二
千
三
百

四
万
七
千
円
で
、
歳
出
に
お
い
て
は

総
務
費
百
五
十
四
万
二
千
円
、
農
林

水
産
業
費
三
百
四
十
九
万
円
、
土
木

費
一
千
四
百
二
十
四
万
七
千
円
、
消

防
費
百
二
十
．
五
万
円
な
ど
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
本
年
度
の

普
通
地
方
交
付
税
が
、
決
定
し
た
こ

と
、
公
共
事
業
の
補
助
額
が
ほ
、
、
・
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
又
降
雪
期
を

ひ
か
え
、
建
設
事
業
が
大
詰
め
に
来

た
こ
と
等
に
よ
り
、
事
業
費
そ
の
他

を
整
理
し
て
事
業
の
推
進
を
図
を
必

要
が
あ
る
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

中
里
村
保
育
所
職
員
募
集

中
里
村
認
可
保
育
所
設
置
に
伴
い

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
採
用
職
員

を
次
に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
募
集
人
員
及
び
職
種

保
母
　
三
名

調
理
士
　
一
名

二
、
資
格

　
保
母
ー
有
資
格
者
（
在
学
中
で
有

　
　
　
　
資
格
見
込
者
含
む
）

　
調
理
士
⊥
性
別
不
問
、
有
資
格
者

　
　
　
　
　
四
十
歳
ま
で
の
人

　
　
　
（
四
十
八
・
四
・
一
現
）

三
、
試
験

・
面
接
試
験
　
昭
和
四
十
七
年
十
一

“
季
節
の
か
お
〃

　
　
里
の
秋

ま
わ
り
の
山
も
あ
か
み
を
お
び
て

土
手
の
ス
ス
キ
が
風
に
ゆ
ら
ぎ

　
真
紅
に
咲
い
た
サ
ル
ビ
ア

枝
も
折
れ
ん
ば
か
り
の

　
　
　
　
カ
キ
の
実
も

赤
カ
ブ
の
よ
う
な
豆
リ
ン
ゴ
も

　
　
秋
な
ら
で
は
の
も
の

稲
刈
り
も
一
段
落

　
　
久
、
仕
度
の

　
　
　
始
ま
る
前
の
ひ
と
と
き

　
つ
れ
だ
っ
て
温
泉
へ
行
く
老
農
婦

月
、
中
・
下
旬
予
定

場
所
中
里
村
役
場

四
、
受
付
期
間

　
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
日
～
昭

和
四
十
七
年
十
一
月
十
日
ま
で
。
申

大
き
な
ナ
ベ
に
ネ
ギ
し
ょ
っ
て

　
茸
刈
り
に
行
く
若
者
達

刈
り
入
れ
の
終
わ
っ
た

　
　
　
　
　
田
ん
ぼ
の
中
で

　
豆
の
枝
で
作
っ
て
遊
ん
だ

　
　
カ
ゴ
に
テ
、
ゴ

　
　
　
ゲ
ン
コ
ツ
に
ウ
マ
の
ク
ラ

そ
ん
な
遊
び
を

　
　
　
今
の
子
ど
も
は
し
ら
な
い

遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

　
リ
ン
ゴ
屋
の
ス
ピ
：
カ
ー

　
そ
こ
に
む
ら
が
る
小
児
た
ち

そ
ん
な
む
か
し
が
な
つ
か
し
い

込
用
紙
は
中
里
村
総
務
課
で
交
付
い

た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
中
単

村
役
場
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
試
験
日
は
応
募
者
に
連
絡
し

ま
す
。
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青
色
申
告
の
お
す
す
め

　
冴
色
申
告
制
度
は
、
昭
和
．
一
ト
、
κ

年
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
淳
色
申

告
は
税
金
の
面
で
有
利
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
帳
簿
を
つ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
経
営
の
内
容
や
資
金
の
状
況

な
ど
が
よ
く
わ
か
り
、
経
営
の
合
理

化
に
も
役
に
立
つ
こ
と
が
一
般
に
知

ら
れ
青
色
申
告
を
す
る
人
は
非
常
に

ふ
え
て
い
ま
す
。
　
（
全
国
で
百
九
十

↓
、
万
人
）
そ
こ
で
、
ま
だ
青
色
申
告

を
し
て
い
な
い
人
に
も
こ
の
有
利
な

制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

特
典
や
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
ょ
・
つ
。

一
、
青
色
申
告
控
除

　
皆
色
申
告
を
し
て
い
る
人
に
つ
い

て
、
年
間
十
万
円
が
特
別
控
除
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
本
年
度
新
し
く
設
け

ら
れ
た
控
除
で
、
青
色
申
告
を
し
て

い
る
人
な
ら
だ
れ
で
も
受
け
ら
れ
る

も
の
で
す
。

．
、
、
青
色
専
従
者
給
与

　
青
色
申
告
者
と
生
計
を
一
緒
に
し

て
い
る
家
族
で
、
も
っ
ぱ
ら
事
業
に

主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金

　
最
近
主
婦
の
方
も
企
業
の
求
め
に

応
じ
て
働
く
方
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
E
婦
が
パ
ー
ト
で
働
い
た
と

き
の
収
人
と
所
得
税
の
関
係
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　
主
婦
の
パ
：
ト
に
よ
る
所
得
（
収

人
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
も

の
）
が
一
定
額
以
上
の
と
き
は
、
そ

の
所
得
金
額
か
ら
配
偶
者
控
除
を
準

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

そ
の
分
だ
け
夫
の
所
得
税
が
多
く
な

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
配
偶
者
控
除

が
受
け
ら
れ
る
所
得
の
限
度
は
パ
ー

ト
な
ど
の
所
得
の
場
合
、
年
問
卜
．
κ

万
円
で
す
。

　
パ
ー
ト
収
入
は
ふ
つ
う
給
与
所
得

と
な
り
ま
す
か
ら
、
収
入
か
ら
給
与

所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
も
の
が
所

得
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
所
得
十

五
万
円
は
年
間
収
入
で
三
十
一
万
八

千
円
に
相
当
し
ま
す
の
で
、
パ
ー
ト

の
収
人
が
こ
れ
よ
り
少
な
い
と
き
は

配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
ケ
月
の
収

人
が
平
均
し
て
．
一
。
乃
六
毛
五
百
円
よ

り
少
な
い
と
き
は
、
税
金
の
心
配
は

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
い
か
え

る
と
、
E
婦
の
パ
ー
ト
収
人
が
年
間

一
．
一
十
一
万
八
干
円
以
L
に
な
る
と
、

夫
の
所
得
税
の
計
算
の
と
き
に
配
偶

者
控
除
は
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
収
人
が
も
っ
と
多

く
な
り
、
年
問
．
r
八
．
々
、
千
円
以

ヒ
に
な
る
と
給
与
所
得
控
除
を
差
し

引
い
た
残
り
が
基
礎
控
除
で
あ
る
二

十
万
円
を
こ
え
ま
す
の
で
k
婦
自
身

従
事
し
て
い
る
人
（
青
色
事
業
専
従

者
と
い
う
）
に
支
払
っ
た
給
与
は
必

要
経
費
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
給
与
の
額
は
あ
ら
か
じ
め

税
務
署
に
届
け
出
た
金
額
の
範
囲
内

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
、
貸
倒
引
当
金

　
売
掛
金
や
貸
付
金
な
ど
の
貸
倒
れ

に
ょ
る
損
失
に
備
え
て
、
年
末
の
売

掛金や

貸
付
金
の
合
計
額
の
五
・
五

パ
；
セ
ン
ト
（
金
融
業
の
場
合
は
一
、
一

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
ま
で
の
金
額
を

貸
倒
引
当
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
繰
入
額
は
必
要
経
費

に
な
り
ま
す
。

四
、
価
格
変
動
準
備
金

　
商
品
や
製
品
の
値
下
が
り
に
よ
る

損
失
に
備
え
て
、
通
常
年
末
た
な
卸

が
独
立
し
て
納
税
者
と
な
り
、
所
得

税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
ト
の
こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま
す
と

主
婦
の

一
、
パ
ー
ト
収
人
が
年
閲
、
一
卜
一
万

八
千
円
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
配
偶

者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。

．
、
、
パ
ー
ト
収
人
が
年
閥
．
．
．
卜
．
．
万

八
看
円
以
ヒ
で
．
、
卜
八
万
；
卜
円
よ

り
少
な
い
と
き
は
、
配
偶
者
控
除
は

受
け
ら
れ
な
い
が
、
パ
ー
ト
収
人
に

は
所
得
税
は
か
か
ら
な
い
。

．
．
一
、
パ
ー
ト
収
人
が
年
問
、
．
卜
八
．
万

一
、
千
円
以
L
の
と
き
は
、
配
偶
者
控

除
が
受
け
ら
れ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん

パ
：
ト
収
人
に
対
し
て
も
所
得
税
が

か
か
る
。

　
　
　
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
の
四
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
金
額
を

価
格
変
動
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て

た
場
合
に
は
、
そ
の
積
立
額
は
必
要

経
費
に
な
り
ま
す
。

　
ま
だ
、
こ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。
手
続
に
つ
い
て
は

そ
の
年
の
三
月
十
五
日
（
そ
の
年
の

二
月
十
六
日
以
後
に
開
業
し
た
人
は

開
業
の
日
か
ら
一
か
月
以
内
）
ま
で

に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
税

務
署
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
申
告
書
の
用
紙
は
税

務
署
に
あ
り
ま
す
。
青
色
申
告
を
す

る
た
め
に
は
、
帳
簿
を
つ
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
こ
の
つ
け
か
た
や

決
算
の
し
か
た
な
ど
に
つ
い
て
わ
か

ら
な
い
と
き
に
は
、
気
軽
に
税
務
署

で
相
談
し
て
く
．
こ
さ
、
。

　
　
　
　
　
　
新
潟
総
合
高
等
職

校
業
訓
縷
で
は
昭
和

練
四
＋
八
年
四
月
入
校

訓
集
の
生
徒
を
次
に
よ
り

讐
難
撒

等
生
卒
業
嚢
能
照
査
試

舘
練
欝
舞

総
訓
の
資
格
が
与
え
ら
れ

潟
　
ま
す
．

新
黙
勝
敷
籔

者
と
し
て
自
分
の
能
力
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
、
そ
の
実
力
は
業
界
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

↓
、
募
集
職
種
及
び
人
員

　
鋳
造
科
　
　
　
　
　
　
二
〇
名

　
ま
た
、
青
色
申
告
会
、
商
工
会
議
　
帳
簿
の
つ
け
か
た
な
ど
指
導
し
て
い

所
、
商
工
会
、
税
理
士
会
な
ど
で
も
　
ま
す
。

勤
労
者
住
宅
資
金

　
　
　
　
　
　
　
貸
付
限
度
額
を
百
万
円
に

　
県
は
、
現
在
勤
労
者
住
宅
資
金
の

貸
付
け
を
次
に
よ
り
行
な
っ
て
い
ま

す
。一

、
貸
付
対
象
者

　
県
内
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
勤

労
者
で
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者

が
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
自
分
で
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築

　
改
築
・
増
築
ま
た
は
購
入
し
よ
う

　
と
す
る
も
の
。

○
住
宅
事
情
の
困
窮
度
合
が
高
い
も

　
の
（
老
朽
・
立
退
要
求
・
過
密
居

　
住
世
帯
分
離
・
非
住
家
の
い
ず
れ

　
機
械
科
（
機
械
専
攻
）
三
〇
名

　
機
械
科
（
仕
上
専
攻
）
二
五
名

溶
接
科

電
気
機
器
科

木
工
科

機
械
製
図
科

一
、
申
込
期
間

昭
和
四
＋
七
毎
十

一
月
末
日
、

月
一
一
〇
名

三
〇
名

二
五
名

二
五
名

コ
』
～
［
ー

　
　
　
　
学
校
ま
た
は
も
よ
り
の

職
業
安
定
所
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い

　
な
お
、
申
し
込
み
手
続
き
等
詳
細

は
も
よ
り
の
職
業
安
定
所
か
、
左
記

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
長
岡
市
住
吉
一
、
丁
一
－
一

　
新
潟
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

　
電
話
　
長
岡
三
↓
下
土
四
二
〇

　
か
に
該
当
す
る
こ
と
）

○
年
間
所
得
額
（
家
族
収
入
を
含
む

）
が
、
お
お
む
ね
八
十
万
円
以
上

　
二
百
万
円
ま
で
の
も
の

○
他
に
住
宅
資
金
の
調
達
が
困
難
で

　
こ
の
資
金
の
借
り
入
れ
が
必
要
で

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

二
、
貸
付
条
件

○
貸
付
金
額

　
三
十
万
円
以
上
百
万
円
ま
で
の
十

　
万
円
き
ざ
み
の
額

○
利
率

　
年
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

○
償
還
方
法

　
十
年
以
内
の
元
金
均
等
月
賦
償
還

○
そ
の
他

　
融
資
取
扱
金
融
機
関
の
定
め
る
と

　
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

三
、
取
扱
要
領

○
申
込
受
付
期
間

　
昭
和
四
卜
七
年
干
二
月
十
五
日
ま

　
で・申

込
受
付
期
間
内
に
融
資
取
扱
金

融
機
関
に
借
入
申
込
書
を
お
出
し

く
だ
さ
い
。

・
融
資
資
金
の
枠
を
超
え
た
場
合
は

期
間
内
で
あ
っ
て
も
打
ち
切
り
ま

す
か
ら
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に

申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
圭
目
類

借
入
申
込
書
は
融
資
取
扱
金
融
機

関
・
県
労
政
課
・
労
政
事
務
所
（

支
所
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
融
資
取
扱
金
融
機
関
で
、
必
要

　
に
応
じ
そ
の
他
の
書
類
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
資
金
の
貸
出

　
借
入
申
込
書
を
受
理
し
た
も
の
に

　
つ
い
て
は
、
審
査
の
う
え
、
貸
付

　
け
を
決
定
し
、
借
人
希
望
時
期
に

　
応
じ
て
資
金
の
全
額
を
貸
し
出
し

　
ま
す
。
貸
付
け
の
決
定
は
、
申
込

　
書
を
受
理
し
た
翌
月
の
上
旬
に
通

知
し
ま
す
。

○
融
資
取
扱
金
融
機
関

　
第
四
銀
行
・
北
越
銀
行
・
新
潟
相

　
互
銀
行
・
大
光
相
互
銀
行
の
本
．

支
店
で
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
融
資
取
扱
金

融
機
関
・
県
労
政
課
・
労
政
事
務
所

（
支
所
）
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い

“
出
稼
ぎ
前
に
免
許
更
新
を
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
警
察
署

　
運
転
免
許
証
の
期
限
が
出
稼
中
に

切
れ
て
し
ま
う
方
は
出
稼
に
行
く
一

ケ
月
前
頃
か
ら
更
新
手
続
を
受
理
い

た
し
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
写
真
二
枚
、

収
入
証
紙
七
百
円
（
第
四
ま
た
は
北

越
銀
行
）
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
警

察
署
窓
口
に
お
い
で
下
さ
い
。

　
な
お
、
更
新
時
講
習
会
は
毎
週
水

曜
日
、
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

昭和47年10月15日とさか（鍵綴f錫鶉）な3〉第195号

年
賀
ノ、

ガ
キ
の
発
売
は

十
一

日
山
ハ
日
ノハ　ら

十十

円円
〉

の
一
一
種
類
で
す
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